
3　人工魚礁で捕獲された魚について

堀　　義彦・小林　稔・戸羽福治・小沼伊佐男

1　は　じめに

最近の漁業は200カイリ時代となり・沿岸域の見なおしがいわれている。そして，その具体策

の一つとして・従釆から実施されていた中・小規模な人工魚礁（大型・並型魚礁と呼ばれている）

に加えて，大規模な魚礁（人工樵と呼ばれている）が全国各地で設置されはじめている。本県で

はこの「人工礁」の設置は未実施であるが「大型・並型」魚礁では20年からの設置の歴史があ

り，現在も各地区で継続されている0また，水戸射爆撃演習場返換に関連した人工魚礁の設置事

業（特定地域漁業振興施設整備事業）が，R立市久慈沖において「人工礁」に匹敵する規模で昭

和52年度以来実施されている0ここでは・この久慈沖に設置された人工魚礁で，昭和55年に漁

獲試験を実施した結果の概要を述べる。

2　方　　法

使用漁具は・三枚蚕ね刺網（外網ナイロン4号・1尺5寸目8臥内網ナイロン2号．3寸日

50乱　50間臥仕立上り25間）と，透明網・根網・テグス網等と呼ばれる一枚網（ここでは

透明網と呼ぶロナイロンテグス4号・3寸目100乱100間切，仕立上り50間）の二種類で

ある。魚礁の設置場所は磯崎灯台（那珂湊市）兵方位400，】3．6血（第1図，日立港距岸約8．6

れロラン2S2－1470前後・水深38m前後）の海域である。投網位置と方法は，昭和52・

53年度に設置された（第2図）南西端の魚礁に沿って，その南側に透明軌北側に三枚網とし，

いずれも午后投網の翌日午前揚網とした0実施時期と試験回教は昭和55年4月から6月にかけ

て3臥同年10・11月に3回の計6回で・使用網反数は少ないときで計19反，多いときで計

28反である（第2表参照）0投揚網作業従事船は当水試の沿岸漁業調査指導船「ときわ」50．92

トン，戸羽船長以下6名乗細）である。

3　結　　果

当該魚礁は，当試験開始時までに1・5m角型・ジャンボ型・ポリコン型・カマボコ型の4型式

で，約20群211000空ガが設置され，その後試験終了期には昭和55年度事業として約11，000空

ガが設置されはじめており・この年度の末までには約30群弛000空ガの魚礁群となる（第1表，

第2図）。

刺網試験によって出現した魚種は約50榎で・これを標準和名（図鑑に記載されている名称）

と県内各地で用いられている名称（方言）で第2表に列記した。この表のなかで「類」とあるの

は，漁獲後の測定時に種名を正確に同定せずに処理したものがあるためで，工イ類では瓜3のガ

ンギエイのほかアカエイがあり，アナゴ粗にはマアナゴとクロアナゴが含まれ，サバ類ではマサ

バとゴマサバがある。また，魚類ではないが，沿岸の重要種であるスルメイカ・マダコ．クルマ

エビ・イセエビの漁獲があり・同時に記載しておいた0さらに，当魚礁では魚礁設置各年度末に
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第1表　久慈沖人工魚礁設置状況

第1図　久慈沖人工魚礁設置位置
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52

1．5 7花角 4 99 1，684 2
139 空 ㌦型

シ ャ ンボ 14 1，946 2

53

1．5 仇 角 1，0 62 3，55 0 3

ユ2 2 空 ㌔型ン ヤ ンボ 12 1，56 0 2

ポ リ コ ン 12 1，464 2

54

1．5 爪 角 1，576 5 ，31 9 5

1 30 空 相型ン ヤ ンポ 14 1，820 2

ポ リ コン 15 1，830 2

カマ ポ コ 14 2，11 4 2

55

1．5 m 角 1，7 91 6，04 4 5 設　 置　 中

ン ヤ ンポ 14 1，820 2

ポ リ コン 15 1，83 0 2

カマ ボ コ 12 1，81 2 2

計

1．5 m 角 4 ，9 28 16，59 7 15

三　 型　 式ン ヤ ンポ 54 7，14 6 8

ポ リ コン 42 5，12 4 6

カ マ ポ コ 26 3，92 6 4

合 計 3 2，79 3 3 3
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第2図　久慈沖人工魚礁設置状況と刺網試験位置，図巾数字は設置年度
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第2表　久慈沖人工魚礁刺網漁獲試験出現魚種

刺網漁獲試験（S55年4－11月）

標準和名 地　　　方　　　名

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1

0
日
12
13
1
4
1
5
1
6
1
7
181
9
2
0
2
1
2
2
2

3
24
2
5
2
6
2
7
2

8
2
9
3
0
3
1
3

2
3
3
343
5
36
3
7
383
9
40
引
42
43
4
4
4
5
4
6
4
7
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鮒

トラザメ

ホシザメ

ガンギエイ

エイ類

カタクチイ　ワシ

アナゴ類

マトウダイ

ヤマトカマス

マルソウダ

サバ類

マアジ

カイワリ

ヒラマサ

カンパチ

プ　リ

ム　　ツ

ホウセンキントキ

スズキ

ネコサガ

サガ・ホシサガ・サガポ

レンテ・サボミヤ・ボントク

セグロ・ゴボウ

ハモ・アナゴ・ダボ・タロハモ

カガミダイ・マツダイ

カマス・ミズカマス

ノウダ・ソウダンボ・チボ

アジ

マルアジ

イナダ・サンバク・ワカシ・ワカナ

フッコ

イシナギ　　　　　lスネヤ・二ベ

マダイ

チダイ

イ　ンモチ

イシダイ

ミシマオコゼ

ウミタナゴ

ササノハベラ

キュウセン

ウスメバル

キツネメバル

ゴマゾイ

カサゴ

アヤメカサゴ

アイ　ナメ

コ　　チ

ホウボウ

カナガンラ

エゾイソアイナノ

ヒラメ

ガンゾウビラメ

ムシガレイ

メイ　タガレイ

ナメタガレイ

マコガレイ

クロウシノンタ

ウマズラハギ

マフグ

スルメイ　カ

マダコ

クルマエビ

イセエビ

カスゴ・ハナダイ・ハナコダイ

ハダカイシモチ

シマダイ

ヤマノカ　ミ

タナゴ

ウゲイ・エバトリ

エバトリ

アカメハル・メハル・サンノジ

クロゾイ・ソイ・ガラッポ・カンネコ

ナツパオリ

ネヨ・アカゲ・アコウ

アイ　ナ

ギス

テダル・グゾ・グゾボ

ガンゾウ

ムシ・ニクブカ

ゲラ

ナメタ・ダラリ

ホンマコ・マコ

ウシカ・クロウシカ

ヤマモ・ギンパ・カワムキ

サフグ・クロフグ

マイカ
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潜水調査（S53、ノー＼55年）

ノ佑 標 準 和 名

1 ネ ン ブ ツ ダ イ

2 マ ハ タ

3 ハ ナ ダ イ類

4 シ マ イ サ ギ

5 イ シ ダ イ

6 ウ ミタ ナ ゴ

7 キ ツ ネ ベ ラ

8 ツ バ メ ウ オ

9 カ ゴ カ キ ダ イ

10 サ サ ノ ハ ベ ラ

1 1 ベ ラ類

12 キ ヌ バ リ

13 リュ ウ ダ ウ ハ ゼ

14 ハ ゼ 類

1 5 ウ ス メ バ ル

16 キ ツ ネ メ バ ル

17 ．カ サ ゴ

18・；アイナメ



潜水によって．設置状況碍認調査が行われており，このときに観察された魚種も併記しておいた

が，これでは27種類である。これら50種の魚族の時期別・網種類別の出現屋敷を示し7このが第

3表である。試験毎の出現種類は多かったときが10月初旬の30種，少なかったのが6J］の6種・

屋敷では10月下旬の283尾が最も多く，6月の22届が最少であった。ただし，6月のものはブ

リ（イナダ）流し刺網との競合により正常な状態ではなかった。網種類別に魚種数と尾数の出現

状況をみると，全般に透明網が多く，平均すると透明網の26魚種，191尾に対して・三枚網は14

魚種で57尾であった（6月を除く）。出現尾教が多かった種類を列挙すると，トラザメ（ネコ

サガ）・マルソウダ（ソウダ・チポ）・プリ（イナダ）・マゲイ・イシモチ・メバル類（アカメ

ハル・ソイ）・アイナメ・ヒラメ・ウマズラハギ（ヤマモ・ギンパ）などである。また，尾数の

多少に関係なく，ほほ試験期間を通して出現した種類はトラザメ・ガンギエイ（レンテ・サボさ

ヤ）・アナゴ類（クロハモ）・マダイ・イシダイ（シマゲイ）・ウスメバル（アカメハル）・ア

ヤメカサゴ（カサゴ）・アイナメ・エゾイソアイナメ（テダル・グゾ）・ヒラメ・メイタガレイ

（ダラ）・マコガレイ（ホンマコ）・ウマズラハギなどである。一方，網種類別に出現魚種をみ

ると，三枚網のみに出現したのがクルマエビ，イセエビの2種類であったのに対し，透明網のみ

に出現した種類は多く，ヤマトカマス（カマス）・マルソウダ・サバ類・マアジ（アジ）・カイ

ヮリ（マルアジ）・ヒラマサ・カンパチ・ムツ・ホウセンキントキ・スズキ（フッコ）・イシナ

ギ（スネヤ）・ミシマオコゼ（ヤマノカミ）・ササノハベラ・ゴマゾイ（ナツパオリ）・ホウポ

ウ・カナガシラ（ギストクロウシノンタ（クロウシカ）・マフグ（サフグ）・スルメイカ（マ

ィヵ）・マダコなどであった。さらに，試験時期が4～6月の春季と10・11月の秋季に大別さ

れるので，この雨季に区別して出現状況をみると，春季のみがイシナギ・ササノハベラ・ゴマゾ

ィ・カナガシラ・ムシガレイ（ムシ）・マダコで，秋季のみはヤマトカマス■マルソウダ・マア

ジ．カイワリ・ヒラマサ・カンパチ・プリ・ムツ・ホウセンキントキ・ミシマオコゼ・コチ・ク

ロウシノシタ・マフグ・スルメイカ・クルマエビ・イセエビなどで，秋季の方が多様であった。

次に，捕獲重量をみると（第4表），合計では多いときで80kg，少ないときで10kgであり，

網種類別では前述の魚種数・尾数と同様に透明網が多く平均印kg，三枚網で25k才であった（6

月を除く）。主な種類としてはトラザメ・アナゴ熱いブリ・マダイ・ヒラメ・ウマズラハギなど

であった。ただし，この表に示し7こ重量は食害によって損傷した（いわゆるスイボ，ムシ食い）

ものを除いた値であり，第3表に示した尾数に比して低い値となっているものがある。刺網漁法

の羅網魚が，グゾクムシ類などに食害されて（稀にサメ類によるものもある），「スイボ」とな

るものが多いことは，当地方では従来から良く知られているが，今回の試験でも多いときには37

％もの例がみられた（第5表）。網種類別では，10月22日の例を除いて，二枚網で多く，透明

網の12．6・％に対して，三枚網が24．8％であった。魚種別ではマルソウダ・ブリ・イシモチ’ウ

スメバル・キツネメバル・アイナメ・カレイ類に「スイポ」の出現率が高く，特に10月下旬の

マルソウダでは60％を越えていた。

体長と体重の測定結果から算出した魚種別の平均体長と平均体重を第6・7表に示したが，今

回の試験で出現した魚種のなかでの大型魚種はトラザメ・ホシサメ（サガボ）・エイ類・アナゴ

顎（主としてクロアナゴ）・マトウダイ・サバ頸・マルソウダ・ブリ・スズキ・キツネパル●ア
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第3表　久慈沖人工魚礁刺網漁獲試験

漁獲種類と屋敷　￥食害による損傷魚（スイボ）を含む　　　　　　　　単位：尾

席 実施 朋 （S5弼 4 月22～ 23 日 5月19～ 20 日 豊 昌 10 月ト 2 日 10 月2ト 22 日
11月27へノ28 日

使 用 網 種 顎　 三枚網 透明網 三枚網 透明網 三枚網 三枚網 透明網 三枚網 透明網 三枚網

10

2

1

5

4

3

1

透明網

9

7

使 用 網 反 数　 2P　 8　 ユ9　 5 10 10 10 10 10

1 トラサメ　　 26 107　 4 17　 4　　 3　　 28

2　 ホンサメ　　　　　　　　　 2　　 1　 1　　　　　 1 6　　　 2　　　 6 4

3 カノヰエイ　　 5 1 1 2　　　 4

4 …工イ類　　　　　 1　　 ■ 1

3 3

2
1

1

喜 空；謁 イワシ　 。 1壬　 7　 2　 3 1 2　 1

7　 マトウタイ　　　　　 1 1　　 2
8 ヤマトカマス

3　　　 5

1
2

64

品 言完 ウダ　　　 1　 27　　　 1≡ 62

5
11　マアジ 4　　　　　　　 6
12　カイワリ　　　　　　　　　　　　　　 l

1
13　 ヒラマサ

1
14　 カンパチ 2
15　 ブ　 リ 2 21
16　 ム　 ツ 1
17 ホウセンキントキ

18 スズキ　　　　　 7　　 1
　　　 2

2
1

1
19　 イシナギ　　　　　　　　　　　 6

20　マダイ　　　　　　 1　　 8　　 ユ　　　　　　　　　 2 35 2 1 4
21 チタイ　　　　　　　 1　　　　　　 7　 10 1
22　 イシモチ　　　　　　　　　　　　　　　 2　　　　　 】　 10 2　　　 47 16

23　 インタイ　　　　　　 5　　　 2　　　　　　 2 4 10

9

5

4

1

24　 ミシマオコゼ 1
25　 ウミタナゴ　　　　　　　　　　　 1　　　　　 1 1
2 6　ササノハベラ　　　　　　　　　 3

27 キュウセン　　　　 1

28 ウスメバル　 11 3　 8　 2　　　 4
3

5

1　 3　4

29　 キツネメバル　　　　 5　　　 7　　　 3　　　 4 8
30　 ゴマゾイ　　　　　　　　　 1　　　　　 1
31 ■■カサゴ　　　　　　　　　　　　　 3　　　 4

3
32　 アヤメカサゴ　　　　 2　　 1　　 3　　　　　　 4　　 4 1　　　　　　 1
33　 アイナメ　　　　　　 31　　 7　　 22　　　 8　　　 4 9 2
34　 コ　 チ 1
35　ホウボウ　　　　　　　　　　 1 1
3 6　カナガシラ　　　　　　　　　 1

37　エゾイソアイナメ　　　　　 1　　 6　　 7 ； 1　　 10

38　 ヒフメ　　　　　　　 3　　　 9　　 1　　 7　　　 6 7 2　　　 3 2

8

3

2

7 1

2

39　 ガンゾウビラメ　　　 2　　 1　　　　　 3 1 1
40　ムシガレイ　　　　　　　　　　　　　 2　　　 4

呈侶 三言芸と二　　 ㌦　 3　 3　 …　　　　 5　　　 8

43　マコガレイ　　　　　　　　　 2　　 1　　 4　　　　　 1 2 2

3

1

10

44　 カレイ類　　　　　 1　　　　　 ユ　　　 2 2
45　 クロウシノシタ 1
46　 ウマズラハギ　　　　　　　 4　　　　　　 4　　　　　　 5 15 2 0　　　 37
4 7 マフグ

48 不明 （魚）　　　　　　　　 1
　　　 1

1

49　 スルメイカ 1 3

2 2

50　マダコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

51 クルマエビ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

52　 イセエビ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

計　 種　 類　 数　 14　　 24　 21　 25　　 6　 15　　 30　　 8　 28

計　 尾　 数　 103　 189　 81 12 1　 22　 37　 152　 33　 28 3 3 2 2 12
備　　 考　　　　　　　 蒜望雷 】
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第4表　久慈沖人⊥魚礁刺網漁獲試験

漁獲種類と重量　　※食害による損傷魚（スイポ）を除く　　　　　　　　　　　単位：k才

ノ紘

実 施 月 日 （S 5 5 年 ） 4 月 2 2 、一一、2 3 日 5 月 1 9 ㌦ 2 0 日
6 月 1 8

、一・・、1 9 日

10 月 1－ ・2 日 1 0 月 2 トー 2 2 日 1 1 月 2 7 － 2 8 日

使 用　 網 種 類 三 枚 網 透 明 網 三 枚 網 透 明 網 三 枚 網 書三 枚 網 透 明 網 三 枚 網 透 明 網 三 枚 網 透 明 網

使 用　 網 反 数 2 0 8 1 9 5 1 0 1 0 10 1 0 10 1 0 9

1 トラ サ メ 8 ．4 3 4 ．5 1．4 5 ．8 0 ．9

7 ．9

0 6

1 ＿1

1 ．1

0 ．8

3 ．2

0 ．2

0 ．ユ

0 ．1

9 ．9

】．】

1 ．8

0 ，7

0 ．4

1．4

0 ．1

3 ．0

2 ホ シザ メ

2 ．9

9 ．7

0 ．3

0 ，2

0 ＿7

2 ．3

2 ．3 0 ，8 1 ，8 1 ．3 2 ．3

2 ．2

2 ，6

3

4

5

6

蔦 音 イ

【ヵ タ ク チ イ ワ シ

i ァ ナ ゴ 類

0 ．8

0 ．3

0 ．3

6 ．0

4 ．7

3 ．0

0 ．5

0 ．3

0 ．6

1．0

2 7 ．4

1 ．7

1 ．5

1 ．9

4 ．4

0 ．4

0 ．5

0 ．1

0 ．8

0 ．9

0 ．9

0 ．3

2 ．3

0 ．】

0 ．2

1 3 ．9

1 ．7

1 ．9

0 ．1

8 ．6

0 ．3

0 ．2

0 ．8

1．2

3 ．1

1 2 ．6

1．9

0 ．9

0 ．2

0 ．2

0 ．3

1 ．1

0 4

1 ．0

1 ．6

7

8

9

1 0

1 1

12

13

14

1 5

16

17

1 8

19

2 0

2 1

2 2

2 3

2 4

2 5

2 6

2 7

2 8

マ トウ ダ イ

ヤ マ トカ マ ス

マ ル ソ ウ ダ

サ バ 類

マ ア ジ

カ イ ワ リ

ヒ ラ マ サ

カ ン パ チ

プ リ

ム ツ

ホ ウ セ ン キ ン トキ

ス ズ キ

イ シ ナ ギ

マ ダ イ

チ ダ イ

イ シ モ チ

イ シ ダ イ

ミシ マ オ コ ゼ

ウ ミタ ナ ゴ

サ サ ノ ハ ベ ラ

キ ュ ウ セ ン

ウ ス メ バ ル

0 ．4

1 ．6

0 ．8

0 ．2

0 ．1

1 ．7

0 ．2

2 ．7

1 ．9

1 ．3

0 ．3

0 ．2

0 ．3

0 ．9

6 ．1

1．3

0 ．3

0 ．2

0 ．7

8 ．3

0 ．0 5

0 ．3

6 ．7

6 ＿9

0 ．4

1 ．2

1 ．0

0 3

1 ．7

3 4 ．3

0 ．2

1 ．0

1 ．7

0 ．1

2 ．5

1 ．8

1 ．9

2 ．8

2 9

3 0

3 1

3 2

キ ツ ネ メ バ ル

ゴ マ ゾ イ

カ サ ゴ

ア ヤ メ カ サ ゴ

2 ．3

0 4

2 ．5

0 ，3

0 7

2 ．1

0 ．9

2 ＿3

0 ．4

4 ．0

0 ．3

3 3

3 4

3 5

3 6

3 7

ア イ ナ メ

コ チ

ホ ウ ボ ウ

カ ナ ガ シ ラ

エ ゾ イ ソ ア イ ナ メ

8 ．6

4 ．4

5 ．1

0 ．6

0 ．1

0 ．1

8 ．4

l

0 ．4

1 ．4

7 ．3

18 ．1

4 ，7

1 ．8

1 ．4

0 ．0 5

0 ．2

1 ．0 ：

2 ．3

0 ．1

3 8 ヒ ラ メ 7 ．1 0 ．2 1 ．7 1．3

5 ．1

1 0 ．8

0 ，8 ． 1．7 2 ．3

0 ．4

1 9 ．8

0 ．5

8 1．6

3 9

4 0

ガ ン ゾ ウ ビラ メ

ム シ ガ レ イ

0 ．1 0 ．1

0 1

0 ．3

0 2

0 ．1 0 ．0 5

4 1

4 2

4 3

4 4

4 5

4 6

4 7

4 8

4 9

5 0

ロ

メ イ タ ガ レ イ

ナ メ タ ガ レ イ

マ コ ガ レ イ

ク ロ ウ シ ノ シ タ

ウ マ ズ ラ ハ ギ

マ フ グ

ス ル メ イ カ

マ ダ コ

ク ル マ エ ビ

イ セ エ ビ

十 重 量

0 ．8

0 ．4

4 1 ．5

0 ．5

0 ．3

1 ．3

7 2 ．0

0 ．2 0 ．3

0 ，9 0 ．8

0 ．2 1 ．2

1 ．6

1 ．1

4 8 ．8 3 1 ．9

0 ．6

0 ．6

0 ．2

5 ．0

5 0 ．9

1 ．0

1．5

0 ．9

9 ．6 0 ．7

0 ．5

6 3 ．7 1 0 ．3
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第5表　久慈沖人工魚礁刺網漁獲試験

スイがの出現状況　減（）内の数字はスイボの尾数　　　　　　　　　　　　単位：尾

実施月日（S 5 5年） 4月22＼一2 3 日 5月 19－ 20 日
6月 18

、ハ19日
10月 1－2 日 10月 2 1し一・、2 2日

使 用　網 種 類 三枚網 透明網 三枚網 空明網 三枚網T三枚網

使 用 網 反 数 20 8 19 10 10 10

11月27ゾ、28日

透明網巨牧網卜透明網l三枚網

10 1 10 l lO

トラザメ

ホシザメ

ガンギエイ

エイ類
カタクチイワシ

アナゴ顆
マトウダイ

ヤマトカマス

マルソウダ

サバ類
マアジ

カイワリ

ヒラマサ

カンパチ

ブ　リ

ム　ツ

ホウセンキントキ

スズキ

イシナギ

マダイ

チダイ

インモチ

イシダイ

ミシマオコゼ

ウミタナゴ

ササノハベラ

キュウセン

0
　
4
　
1
　
1

2 8 ウス メバ ル 11 （2 3 8 （3 1 2 （1

4 （2 ）

4 （1 ）

l

4 （1 ）

5 （1

1

4 4 （3 ）

3

9 14 ）

5

2 9

3 0

3 1

キ ツネ メバ ル

ゴマ ゾ イ

カサ ゴ

5

2 （1 ）

7

1

3

3

4

1

4

8 （4 ）

13 2 ア ヤ メカサ ゴ 1 3

8 （2 ）

7 日 ）

1

3 日 ）

1

4

1

3 3

3 4

3 5

3 6

3 7

ア イナ メ

コ チ

ホ ウボ ウ

カ ナガ シラ

エ ゾイ ソア イ ナメ

3 1 （2〔》

3 日 ）

7 （2 ）

1

1

1

2 2 （1（》‘；

6

4 （3 ）

6 （11 8 （5 ）

9 （3 ）

7

2

1

1

1 0

3 8 ヒラメ 9 1 7 2

2 0

3 2 3

3 9 カ レイ 顆 9 （2 ） 5 1 0 （4 1 8 （2 1

1 1：1 ）

10 （1 9 1 0 （2 2

4 0

4 1

ク ロ ウシ ノ シタ

ウマズ ラハ ギ 4 4

1

1

1 5 3 7 3 7 1（2 ）

42

4 3

4 4

4 5

4 6

4 7

マ フ グ

不 明 （魚 ）

ス ル メ イ カ

マ ダ コ

ク ル マ エ ビ

イ セ エ ビ

1（1 I

1

1

日 1 Il

2 （2 ）

3 （2 ）

計 10 3 （26 1 8 9 （6 8 日20）12 1 （12 2 2 （7 3 7 （9 1 5 2 （16） 3 3 （4 2 8 3 （51 3 2 （12）2 1 2 （二抑

ス イ ポ の 出 現 率 （％ ） 2 5．2 3．2 2 4，7 9 ．9 3 1．8 2 4 ．3 1 0＿5 1 2．1 1 8 ．0 3 7．5 1 2，7
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イナメ・ヒラメ・ウマズラハギなどである。また，比較的体型のそろっていた魚種はトラザメ・

マルソウダ・プリ・マダイ・ウスメバル・アヤメカサゴ・アイナメ・エゾイソアイナメ・ウマズ

ラハギなどである。三枚網と透明網の両方に出現した魚種のうらの主なものについて，それぞれ

の体長組成をみると（第3図），透明網の方が三枚網より出現体長範囲がやや広い傾向がみられ

るが，アイナメ・ウマズラハギのように逆の例もあり，特に顕著なものではなかった。

揚網時に羅細魚の出現状況を観察記録し，およその魚礁位置と照合してみた例が第4・5図で

ある。この結果をみると，ソーダガツオ・ブリ・ウマズラハギなどは魚礁に近いと推定される部

位で，やや羅網量が多くなっているように思われたが，その他の魚種も含めて，それほど顕著な

憧向は見られなかった。

以上の試験結果に成熟状態・胃内容物等の観察結果を加え，従来の諸細見とあわせて整理した

のが第8表である。50種のうち，沿岸漁業にとって重要な魚恒は40種を越えている。魚白身の

発育段階では末成魚・成魚ともに分布していたのが21種，成魚のうち精巣あるいは卵巣の状態

から産卵期と推定されたものが9種であった。また根付性とされているものが多かったが，回遊

性魚とされているものも12種に達した。この回遊性魚は主として透明網で採挿されたものであ

る。胃内容物は魚（主としてカタクチイワシ）を捕食していたのかトラザメ・ヤマトカマス・マ

ルソウダ・ヒラマサ・カンパチ・プリ・スズキ・ヒラメなど，カニ・シャコ・エビ（主としてア

カエビ）がホシザメ・エイ類・マダイ・イシモチ・イシダイ・ウスメバルなどで，その他主な異

内容物はプランクトン類・貝類（羊としてモスソガイ）・ヒトデ頬・ゴカイ数等であった。

4　考　　察

人工魚礁の設置には，直接漁業の対象となる魚族の増築を期待するもの．椎仔魚の成育場・あ

るいは産卵場として，さらにはこれらの複合したものなど，それぞれ地域の特性にあわせたねら

いがあろうが，当該魚礁は沿岸漁船漁業の対象となる魚族を燭集させ，良好な漁場とするのが第

1の目的である。従って，この魚礁とその周辺にどのような魚族が分布しているかを確認するこ

とは，今後のこの海域の有効利用にいくらかでも参考になるのではないかと考えている。分布を

把握する方法として，設置年匿末に設置状況の確認のために潜水調査を実施しており，このとき

に蠣集魚の観察を行っており（表2），この潜水調査は今後も継続されるが，ここでは刺網漁具

による漁獲試験とした。魚を捕獲する方法は釣漁法と網漁法に大別されようが，釣漁法では・漁

具の選択，用いる餌の種類，実施時期と時刻，乱獲魚種と魚体のかたよりなど難しい問題が多い

と考えられ，固定式の刺網を採用することにした。そして，刺網漁具を三枚網と透明網の二極と

したのは，前者が効率の良い漁法として（本県の漁業調整規則では禁止されている）知られては

いるが，当試験で用意したものでは網の高さ（網丈，およそ3m）に問題があり，或る程度底層

から離れて遊泳しているものには適合しないのではないかと予惜したためである。つまり，今回

の試験のねらいは，今後この種の試験・調査を継続するにあたって，どのような漁具を採用する

のがより有効であるかの手がかりを得るための試験であった。得られた結果をみると，予期して

いたことではあるが三枚網より透明網で出現魚種数が多く，透明網のみに出現したものの多くは

回遊性で，一般に中・表層性とされているものであった。また，三枚網に出現した魚種はエビ類
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第6表　久慈沖人工魚礁刺網魚獲試験

漁獲種類と平均体長（尾又長・全長）　　　　　　　　　　　　　　　　単位：珊

脆 実 施 月 日 （ S 5 5 年 ） 4 月 2 2－ 2 3 日 5 月 －9 凋 日 豊 昌 1 0 月 1瑚 ユ0 月 2 ト 2 2 日 1 1 月 2 7凋 日

使　 用　 網　 種　 類　 三 枚 網 透 明 網 三 枚 網 透 明 網 三 枚 網 三 枚 網 透 明 網 三 枚 網 透 明 網 三 枚 網 透 明 網

9
使　 用　 網　 反　 数　 2 0　 8　 1 9　 5　 1 0　 1 0　 10　 1 0　 1 0　 1 0

1 ト ラザ メ　　　　　 全　 長　 4 1▼7 4 1 ．7　　 4 2．4　 4 2．4 4 2 ．7 4 1．8　　　　　 4 3．0 4 3 ．7

6 3 ．9

3 4 ．2

8 6 ．5

2　 ホ シ ザ メ　　　　　 〝　　　　 7 8 －0　 6 6．4　 8 2．5　　　　 7 0．1 5 7 ．4
7 7 ．5　 6 9 ．8

3　 ガ ン ギ エ イ　　　　 体　 長　 2 8．9 3 3 ．0　　 3 3．0　 3 0．2 2 5 ，2 2 6 ．6 3 0 ．5　　　　　 3 0 0
4　 エ イ 類　　　　　　　 〝

4 6 ．5 4 1 ．5
5　 カ タ ク チ イ ワ シ　　　　 〝 1 3 ．4

6　 ア ナ ゴ 類　　　　 全　 長 1 0 4．5
1 1 4 ．0　 8 5．5 9 2 ．3　■ 9 8 ．0　 9 1．2

7　 マ ト ウ タ イ　　　　 体　 長 2 5．0 1 9 ．3　　　　　 2 4．4　 3 0 ．4 2 2 ．3 2 9 ．9

3 3 ．6

1 5 ．4

8　 ヤ マ トカ マ ス
2 4 ．8

9　 マ ル ソ ウ ダ　　　 尾 又 長
3 7．0　　　　　 3 4＿7

1 0　 サ バ 類　　　　　　　 ′′
3 0 ・5 i　　 2 6．9 ■　　　　　　　　　 3 2 ．0 2 8 ．2

1 1　 マ ア ジ　　　　　　　　　 〝
1 6，5 1 5 ．4

1 2　 カ イ ワ リ　　　　　　　　 〝
2 2，2

13　 ヒ ラ マ サ　　　　　　　 〝
3 9．0

1 4　 カ ン パ チ　　　　　　　　 〝
2 7．8

1 5　 ブ　 リ　　　　　　　　　 〝
3 3．3　　　　　 3 3．9　 3 4 7

1 6　 ム　 ツ　　　　　　 体　 長
・1 3．6

1 7　 ホ ウ セ ン キ ン トキ　　　 〝
1 4 ．7

1 8　 ス ス キ　　　　　　　　 ／′ 4 0．7　　　　　 4 9 ．2 5 0 ．6 4 1 ．2
1 9　 イ シ ナ ギ　　　　　　　 〝 3 3．1

2 0　 マ ダ イ　　　　　　　 〝　　 2 1．0 2 4 ．2　　 3 7．0 1 9 ，8 2 5 ．6　　　　　 2 1．3 2 6 ．3

1 7 ．1
2 1 チ ダ イ　　　　　　　 〝　　 1 9 ．4 ： 2 0．8　 2 1．3

2 2　 イ シ モ チ　　　　　　　　 〝 1 8．4 17 ．3 2 1 ．0 2 0 ．7　 2 1．3 2 2 ．5

1 6 ．5

2 4 ．5

2 7 ．6

3 2 ．3

2 0 ．3

2 3　 イ シ ダ イ　　　　　　 〝　　 1 3．8 1 4 ．9　　　　 1 4．0 1 8 ．1

2 4　 ミシ マ オ コ ゼ　　　　　 〝
1 6．2

2 5　 ウ ミタ ナ ゴ　　　　　 〝　　　　　　　　 1 9 ．4
18 ．3

2 6　 サ サ ノハ ベ ラ　　　　　 〝 1 5．3

2 7　 キ ュ ウセ ン　　　　 ”　　　　　　　 1 3 ，8
1 5 ．0　 1 4．1 1 9 ，1

2 8　 ウ ス メ バ ル　　　　　 〝　 ■　2 ユ．7 2 2 ．5　　 2 2 ．5　 2 3．5 ；■　2 1．6 2 1．9 2 2 ．1　 2 3 ．2

2 9　 キ ツ ネ メ バ ル　　　　 〝　　 2 4．1 2 2 ．6　　 2 9．4　 2 7．1

3 0　 ゴ マ ゾ イ　　　　　　　 〝
2 0 ．0　　　　　 2 2 ．4　 ■

3 1　 カ サ ゴ　　　　　　　　 ′′
2 2．3 2 3 ．2

3 2　 ア ヤ メ カ サ ゴ　　　　 〝　　 2 3．4 2 1 ．4　　　　　　　　 2 4 ．4　 2 1．5 2 4 ．0 2 ユ．8

3 3　 ア イ ナ メ　　　　　　 ′′　　 3 2．5 3 0 ．5　　 3 1．3　 3 2．9 3 2 ．3　　　　　 3 3．6 3 3 ．2　　 3 1．4
3 4　 コ　 チ　　　　　　　　　 〝 － － － ■ ■ ■ ■ l

1 5．0
3 5　 ホ ウ ポ ウ　　　　　　　　 〝 3 1．2 2 0 ．3

3 6　 カ ナ ガ ン ラ　　　　　　 〝 1 4 ．8

3 7　 エ ゾ イ ソ ア イ ナ メ　　　 〝 1 7．8　 1 7．8　 2 0 ．8 2 1 ．2　 1 9．6　　 2 0．4

3 8　 ヒ フ メ　　　　　　　 〝　　 6 3．2 3 4 ．2　 2 3．3　 2 5 ．8　 4 0．8　 2 7．1 2 7 ．4 3 4 ．7　 2 5．0　 3 7．7 3 6 ．5

2 1．1

2 4 ．7

3 0 ．0

3 9　 ガ ン ゾ ウ ビ ラ メ　　　 〝　　 1 5．9 1 5 ．8　　　　　 1 6 ．6 1 7 ．7 1 3 ．5
4 0　 ム シ ガ レ イ　　　　　 〝　　　　　　　　 2 1．0 ．2 4 ．2

4 1 メ イ タ ガ レ イ　　　　　 〝　　 l T 5 1 8 ．6　 1 9．6 買1 4 ．9 1 6 ．3 1 6 ＿6

4 2 ナ メ タ ガ レ イ　　 〝　 2 3．2

4 3 マ コ ガ レ イ　　 〝

　 2 4．0 2 5 ．9

1 9 ．2　 2 2．4 2 4 ＿0　　 2 3 ．0

　　　　 2 5 ．9

2 2 ．5　　　　 2 6．1

4 4　 ク ロ ウ シ ノ ン タ　　　　 〝
2 9．6

4 5　 ウマ ズ ラ ハ ギ　　　　　 〝 2 4．4　　　　　 2 8 ．3　　　　　 2 4＿8 2 5 ．7 2 3 ．6　 2 3．8　 2 1．9

4 6　 マ フ グ　　　　　　　　 〟
2 3．0

4 7　 ス ル メ イ カ　　　　 胴　 長
2 8．8

4 8　 マ ダ コ ■

クルマエビ　　　頭胸甲長
イセエビ　　　　　　　　　〝
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第7表　久慈沖人工魚礁刺網漁業試験

漁獲種類と平均体重　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：k才

ノ佑

実 施 月 日 （S 5 5 年 ） 4 月 2 2 ＿㌦ 2 3 日 5 月 1 9 ㌦ ・2 0 日
誓 謂 1 0 月 ト 2 日

1 0 月 2 1 ㌦ 2 2 日 1 1 月 2 7 、一 2 8 日

使 用　 網 種 類 三 枚 網 透 明 網 三 枚 網 透 明 網 三 枚 網　 三 枚 網 透 明 網 三 枚 網 透 明 網
≒ 飯 綱

透 明 網

使 用　 禍 反 数 2 0 8 1 9 5 1 0　　 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 9

1 ト ラ ザ メ 0 ．3

0 ．6

2 ．4

1 0 ．3

0 ．2

0 ．1

0 ．3

0 ．3 0 ．3 0 ．3 0 ．3 0 ．4

0 ，8

3 ＿2

0 ．2

0 ．1

0 ．1

0 ，4

0 ．6

1．8

0 ．7

0 ．4

0 ．7

0 ．1

0 ．4

2 ホ シ ザ メ 1 ．2 0 ．8 1 ．8 1 ，1 0 ．7 2 ．3

2 ．2

0 ．9

3

4

5

6

ガ ン ギ エ イ

エ イ 類

カ タ ク チ イ ワ シ

ア ナ ゴ 類

0 ＿8

0 ．0 3

0 ．3

1 ．0

1 ．2

0 ．6

0 ．1

0 ．1

0 ．3

1．0

3 ．9

0 ．8

1 ．5 ．

　 0 ．5　4 ・4 E

2 ．6

0 ＿6 1．0

1 ．6

7

8

9

1 0

1 1

ユ2

1 3

1 4 ・；

壬… l

l 8

1 9

2 0

2 1

2 2

2 3

2 4

2 5

2 6

2 7

2 8

マ ト ウ ダ イ

ヤ マ トカ マ ス

マ ル ソ ウ ダ

サ バ 類

マ ア ジ

カ イ ワ リ

ヒ ラ マ サ

カ ン パ チ

プ リ

ム ツ

ホ ウ セ ン キ ン トキ

ス ズ キ

イ シ ナ ギ

マ ダ イ

チ ダ イ

イ シ モ チ

イ シ ダ イ

ミ シ マ オ コ ゼ

ウ ミ タ ナ ゴ

サ サ ノ ハ ベ ラ

キ ュ ウ セ ン

ウ ス メ バ ル

0 ．4

1 ．6

0 ．3

0 ．2

0 ．1

0 ．3

0 ．2

0 ．2

1 ，9

0 ．3

0 ．1

0 ．1

0 ．3

0 ．4

0 ．3

0 ．1

0 ．3

0 ．3 0 ．3

0 ．6

0 ．1

0 ．9

0 ．3

0 ．1

0 ．4

0 ．6

1 ．6

0 ＿4

0 ．2

0 ．2

0 ．2

0 ．2

0 ．1

0 ．3

0 ．4

0 ．3

0 ．7

0 ．3

0 ＿0 5

0 ．2

0 ．7

0 ，6

0 ．0 5

0 ．1

0 ．3

0 ．2

0 ＿1

0 ．3

0 ．3

0 ．3

0 ．9

0 ．6

0 ．2

1，0

0 ．4

0 ．1

0 ．2

0 ．2

0 ．4

0 ．6

0 ．8

0 ．1

2 9

3 0

3 1

3 2

キ ツ ネ メ バ ル

ゴ マ ゾ イ

カ サ ゴ

ア ヤ メ カ サ ゴ

0 ．5

0 ．4

0 ．4

0 ．3

0 ．3

0 ．7

0 ．3

0 ．6

0 ．1

0 ．6

0 ．4

0 ．7

0 ．1

3 3

3 4

3 5

3 6

3 7

ア イ ナ メ

コ チ

ホ ウ ボ ウ

カ ナ ガ シ ラ

エ ゾ イ ソ ア イ ナ メ

0 ．7

4 ．4

0 ．6

0 ．6

0 ．1

0 ．1

0 ，7

1 ．5 0 ．3

0 ．3

0 ．4

0 ．1

0 ．2

0 ，8

0 ．3

0 ，7

0 ＿0 5

0 ．2

0 ．1

3 8 ヒ ラ メ 0 ．8 0 ．2

0 ．1

0 ．2

0 ．3

0 ．2

0 ．3 0 ．7

≒ 0 ・3

0 ．3 0 ．9

0 ．4

0 ．4

0 ．2

0 ．8

0 ．2

0 ．3

； 0 ．5

i

3 9

4 0

4 1

4 2

4 3

4 4

4 5

4 6

4 7

4 8

4 9

5 0

ガ ン ゾ ウ ビ ラ メ

ム シ ガ レ イ

メ イ タ ガ レ イ

ナ メ タ ガ レ イ

マ コ ガ レ イ

ク ロ ウ シ ノ シ タ

ウ マ ズ ラ ハ ギ

マ フ グ

ス ル メ イ カ

マ ダ コ

ク ル マ エ ビ

イ セ エ ビ

0 ．1

0 ．2

0 ．4

0 ．1

0 ．2

0 ．2

0 ．3

0 ．1

0 ．2

0 ．1

0 ．4

0 ．3

0 ．4

0 ，1

0 ．1

0 ．1

0 ．3

0 ．2

0 ．3

0 ．0 5

0 ．1

0 ．3

0 ．5

ー55－



第8表　久慈沖人工魚礁利網魚獲試験

人工樵における魚の生活　　　　　　　　　　　　　　　※4′11月の期間
l　　　　　　　　 発育段階 ・生活年周期 l 分 布移 動

彪　 種　 名　 重要種 末成魚 粟島 r姦 期 回雄 根付性　　 食　　 性

1　 トラサメ 0　　　 0 ○　　 魚

2　 ホシザメ （⊃ ⊂） ○ カニ，シャコ，魚

○ エビ

プランクトン

魚，ゴカイ

3　 ガンギエイ　　　　　　　　　 0　　　 0

4 エイ類　　　 0　 0

5 カタクチイワシ　 〇　 〇　 〇　 〇　 〇

6 アナゴ類　 0　　 0

7　 マトウダイ　　　　　 O　　　 C　　　 O

8　 ヤマトカマス　　　　 0　　　 0 魚
9　 マルソウダ　　　　　 ○ ⊂） C） 魚
10　サバ類　　　　　　 ○ ⊂） ○ プランクトン，魚

11 マアジ　　　　　　　 0　　　 0 ○ プランクトン

魚

魚

魚

12 カイワリ ．・ 0 0　　 C ・

13 ・！ヒラマサ　 0 0　　 0

14 カンパチ　 C・ ○　　 ○

15 プ リ　 0 0　　 0

16　ム　 ツ　　　　　　　 ○ C〉

17　ホウセンキントキ　　　　　　 ○ ○　 アミ（コマセ）　魚
18　スズキ　　　　　　　 ○ 0 0　　　 0　　　 0
19　イシナギ　　　　　　 ○ C）
20　マダイ　　　　　　　 ○ 0　　　 0　　　 0 ⊂） ヒトデ
21 チタイ　　　　　　　　 ○ ○ ○
22　イシモチ　　　　　　 0　　　 0 ○ ⊂）　 rエビ
23　イシダイ　　　　　　 O　　　 C 〔） エビ
24　 ミシマオコゼ ○
25　ウミタナゴ　　　　　 0　　　 0 ○ ○

26　キュウセン C）
27　ベラ類

○
28　ウスメバル　　 ・ ○ 0　　　 0　　　 0 ○　　 エビ

29　キツネメバル　　　　 ○ ○ C） ゴカイ，エビ，魚
0　　 0

3■　　 打 。　 r
○ ゴカイ，カニ

○ カニ，ヒトデ

○ ゴカイ
33

34

35

36

37

38

39

4〔）

41

42

43

44

45

46

47

アイナメ

コ　チ

ホウボウ

カナガンラ

エゾイソアイナメ

ヒラメ

ガンゾウビラメ

ムシガレイ

メイタガレイ

ナメタガレイ

マコガレイ

クロウシノシタ

ウマズラハギ

マフグ

スルメイカ

48：マダコ

クルマエビ

イセエビ

0
0
0
0
0
0
　
0
0
0
0
0
0
0
0
C
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
（
）
0
0
　
0

O

n

二

U

　

　

0

0

0

0

0

0

0

0

0

　

0

　

　

　

　

　

　

0

　

　

　

　

0

　

0 0
0

0
0
0
0
0
　
0
0
0
0
0
0
0
0
　
0
0
0

魚，員，カニ，ゴカイ，タコ

魚

エビ

ゴカイ

エビ，ゴカイ

ゴカイ

魚，シャコ
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第3図　久慈沖人丁魚礁刺網魚獲試験

主要種の体長組成，上段：三枚網，下段：透明網
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禦廠 ‥転　　毒長　文

10月21日投網．10月22R揚網　上段：透明網，下段：三枚網

第4園　久慈沖人工魚庶刺網漁獲試験，主要種の羅網状況
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王寺　　云言．　予．

1日」27R投網，11月28R揚網　上段：透明網，下段：三枚網

第5図　久慈沖人工魚礁刺網漁獲試験，主要種の羅網状況

を除いて，すべて透明網に出現しており，面相間の魚体差もあまり認められなかった。もちろん，

透明網によって魚礁とその周辺に分布している魚族のせべてが捕獲されているとはいえないが，

少なくとも今回用いた二極の刺網では．揚網後の作業性の難易ともあわせて．透明網が効率的と

いってよいであろう。ただし，この場合の効率とは魚族の種類数の点で試験・調査にとって良い

ということであり，底層性の例えばカレイ頬等ではむしろ三枚網での羅網量が多く，また，それ

ぞれの網の面積を考慮すると，いわゆる「漁獲効率」で三枚網が劣っているとはいえないであろ

う。今回の試験では計50種ほどの魚族が確認され，しかもこれらの大半は沿岸の漁業にとって

有用な種頬であり，加えて成熟の状態から産卵場として利用していると推定されるものも観察さ

れ，魚腱は複合的な役割を果し，その設置効果は顕著のようである。これらの結果は春季と秋季

のみの試験結果であり，夏季と冬季を含めた周年の調査を継続すれば．さらに多種多様となるで

あろう。

今後の課題としては，基本的には魚礁と魚の生活及びこれを利用する漁業との相互の関連を明

らかにすることであろうが，当面は夏季と冬季を含めて周年にわたる漁獲試験をし，どのような

魚が魚掛こ分布・集合しているかを，魚の発育と年活周期を基に把握していかなければならない

と考えている。また，図4・5図に示したように魚の分布が必ずしも魚礁の側近で顕著に高い帝

度で集合していないのは，捕獲方法の問題だけではなく，当魚礁のように碇と膜の間隔が狭い場

合（広いもので約3007几）には，設置域全休として，樵の影響範囲となっているためとも考えら

れる。礁の設置が及ぼす周辺域への影響範囲は，その硬が漁場造成を目的としている場合には，

－58－



基本的に重要な問超であろう。次年度の研究・調査方法として，魚礁からその外へ向って直線的

に投網し，魚の羅網状況を観察することによって，魚種別の影響範囲などの推定資料が得られれ

ばと考えている。

5　要　　約

1）昭和55年4－6月と10・11月に，日立市久慈沖水深38m海域に設置された人工魚礁で，

刺網（三枚網と透明網）を用いて漁獲試験を行った。

2）出現魚種は計50種で，試験期間を通して出現した種類はサメ類・エイ類・アナゴ類－タイ

類・メバル歎・ソイ顆・アイナメ・ヒラメ・カレイ類巨ウマズラハギ等であった。

3）出現尾数の多かったのはトラサメ・マルソウダ・サバ類・プリ・タイ類・イシモチ・イシダ

イ・メバル類・アイナメ・エゾイソアイナメ・ヒラメ・ウマズラハギ等であった。

4）網種類別では，魚種数・島数とも透明網で多く，透明網のみに出現した魚種は壬として回遊

性の中・表層性のものであった。また，両網漁具に共通して出現した魚種の魚体にはほとんど

差がなかった。

5）出現魚層のほとんどは沿岸漁業にとって重要な種類であった。また，末成魚・成魚ともに分

布していた魚種が多く，成魚のうら10種は産卵期のものであった。回遊性魚は12種で末成

魚期のものが多かった。

6）各魚種の羅網位置をみると．魚礁の側近で特に分布密変が高い傾向は認められなかった。こ

れは魚礁と魚礁が近接し，周辺城全体として礁の影響範囲にあるためかと考えられた。

7）捕獲魚の胃内容は，魚・貝・エビ・カニ・プランクトン・ゴカイ・シャコ・ヒトデ等であっ

た。
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